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白狐稲荷神社　　（諏訪市）
上川に架かる鷹野橋の右岸側に鎮座する。かつては「白

狐島」と呼ばれていた0小和田の寒がい用水、高島藩主

の御用水とした川を前にたたえる○歓講年代に関する史

料はないものの、濯がい用水の引き入れ口に稲荷社をま

つることは中世以降に全国的に見られ、江戸時代中期と

社殿はこ崗愚策墓。で・こけら葺きの屋私大隅流の宮

大工伊藤亀蔵うによって造られたと考えられており、「彫

刻か」番の白鳳（宮坂清宮司）という。正面虹梁は竜の彫刻、

海老虹梁は瀬の透かし彫。の中に鯉を入れる。水に関す

る波、竜、鯉で題材を統一。流麗で繊細な彫刻が目を引く。

古くから五穀をつかさどる神としてまつられ2月の

初午祭には地元地区

の氏子や県内外の商　　　　至上覇等

業者らが参列ほ穀＼慧外戚専
豊穣や商売繁盛、地

域の安泰を願う。神

事後には宮坂宮司の

案内で、多くの参列　至諏訪湖

者が写実的で重厚感　　四賀扇

のある社殿の彫刻を　　　男

見物している。　　　　　　至諏訪IC
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